
フェムトセル製造ソリューション 
高品質、低コストのフェムトセルを 
短期間で市場に投入

Application Note

概要 
フェムトセル（W-CDMA/HSPA の 3GPP 
Home Node B および LTE のエンハスド 
Home Node B）とは、低電力の無線アクセ
ス・ポイントであり、家庭用のDSLやケー
ブル・ブロードバンド回線経由で、標準モ
バイル・デバイスを携帯電話事業者のネッ
トワークに接続するために使用されます。
フェムトセルは、無線 LAN が支配的な
CPE（Consumer Premises Equipment）マー
ケットにおける有望な新製品ですが、メー
カにとっては、コスト、品質、数量などの
点で、テストに関するさまざまな問題をも
たらします。初期のフェムトセルは、価格
が高く、マルチフォーマットで（GPS が必
須のもの、W-CDMA、LTE、WiMAX ™
をサポートするものなど）、ライセンス・
スペクトラムで動作し、厳密なコンフォー
マンス要件を満たす必要があります。大量
生産を実現し、コストを削減するためには、
デザインから製造までのあらゆる段階での
効率化が必要です。最終的な目標は、品質
を維持しながらテスト時間を短縮すること
です。これが困難な理由は、デザインによっ
ては初期バージョンは不安定であり、複雑
な機能（ネットワーク・スニファ・モード、
Rx 感度など）と新しいフォーマットの厳
格なコンフォーマンス・テストと検証が必
要になるからです。このような制約に対応
するには、製造の初期段階で厳格な検証を
行い、生産量の増加とともにテストを減ら
していくことが可能な性能を持つ高速なテ
スト機器が必要になります。

問題点 
サービス・プロバイダがフェムトセルの大
量導入を進めようとしているため、メーカ
は、高品質で低コストのデバイスを短期間
に市場に投入するという、かつて経験した
ことのない問題に直面しています。製造ス
ループットを向上させるには、テストを制
限するのが 1つの方法です。しかしフェム
トセルは、インタフェースに関する厳格な
要件と、デバイスとネットワーク間の互換
性テスト（自己組織型ネットワーク、ハン
ドオーバなど）、3GPP の厳格な検証およ
びコンフォーマンス・ドキュメントへの適
合を要求されるため、テストを制限するこ
とは、少なくとも初期製造においては、現
実的な手段ではありません。フェムトセル
の生産量が増えても、必要な品質を維持す
るために、多くのテストを長い時間をかけ
て実行し続けることは、製造を効率化して
コストを引き下げるというメーカの目標に
反することになります。また、複数のフェ
ムトセル製品（WiMAX版とW-CDMA版
など）を製造する場合は、個別のテスト機
器が必要になり、さらにコストを押し上げ
る要因になります。
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図1：MXGのスイッチング速度

解決方法

このような状況で、無線 LANと同程度の
テスト時間を実現することは、かなり困難
です。無線 LANの標準的なテスト時間は
1～ 2 分程度だからです。フェムトセルの
テスト時間は、この 5 ～ 10 倍になると見
られます。メーカがこの問題に対処するた
めには、スループットとテストの要件に応
じて、性能と品質を犠牲にせずに、容易に
スケールを変更できる、低コストのテスト
機器が必要です。複数のフォーマットのサ
ポートも重要です。これにより、同じテス
ト機器を使用して同じラインで複数のフェ
ムトセルを製造できるからです。

Agilent MXG ベ ク ト ル 信号発生器と
Agilent EXAシグナル・アナライザは、高
品質で低コストのフェムトセルを迅速に市
場に投入するための汎用的な RFテスト・
ソリューションを提供します。高い測定速
度とスイッチング速度、さらに必要十分な
性能により、テスト時間を大幅に短縮しな
がら、要求品質を実現できます。スケーラ
ビリティにより、テスト・ニーズの変化に
応じてツールの構成を変更できます。初期
製造の段階では厳格な検証を実行し、生産
量が増えてデザインに対する信頼度が高ま
るにつれて、テストを減らしていくことが
できます。柔軟なマルチフォーマット測定
機能により、現在だけでなく将来のフォー
マットもサポートできます。

上記の機能をサポートするAgilent MXG
信号発生器および EXAシグナル・アナラ
イザの主な特長を以下に示します。

高速測定／スイッチング

• MXG の高速スイッチング・オプション
では、周波数、振幅、波形スイッチン
グを SCPI（≦ 1.2 μs）またはリスト掃引
（≦900 μs）モードで実行できます（図1）。

• EXAの高速モードの測定では、<75 ms
のモード／測定切り替えと、<14 ms の
ACLRを実現します。

必要十分な性能

• MXGは、高い性能（最大 23 dBmの出力
パワー、W-CDMA TM1 64 DPCHで最高
－ 73 dBc の ACLR、W-CDMA 1 DPCH
で 0.8 ％の EVM）を備えています。 

• MXGは、周波数レンジ、ダイナミック・
レンジ、内蔵ベースバンド・ジェネレー
タなど、さまざまなオプション性能を提
供しています。

• EXAは、雑音補正をオンにした状態で、
－ 73 dB（隣接）および－ 76 dB（交互）
のW-CDMA ACLR ダイナミック・レン
ジを実現します。

• EXAは、複数の周波数レンジ（9 kHz ～
3.6、7.0、13.6、26.5 GHz）、最高 3.6 GHz
のフル校正済みプリアンプ・オプション、
10 または 25 MHz の標準解析帯域幅、オ
プションの 3.6 GHz までの 1 dB 電子式
アッテネータを備えています。 

スケーラビリティと柔軟性

• MXG の Signal Studio は、W-CDMA、
HSPA+、LTE、WiMAXなどに対応した、
柔軟で使いやすい規格に準拠した信号作
成ソフトウェアです。

• MXG の波形ライセンス機能を使うと、
フル・アプリケーションが必要でない場
合に、個々の波形だけをライセンスする
ことができます。

• EXA では、さまざまな規格に準拠した
測定アプリケーションを測定器内部で使
用できます。

• EXA には、信号品質を評価するための
ワンボタン・パワー測定（ACLR、チャ
ネル・パワー、占有帯域幅、スペクトラム・
エミッション・マスク、CCDF、バースト・
パワー、スプリアス・エミッションなど）
があります。

周波数

Agilent MXGは、リスト掃引を使用した
業界最速のスイッチング速度を提供

振
幅

時間
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図3：EVM解析はRF信号トランスミッタの歪みのチェックに用いられます（マルチチャネル／変調の伝送）。

図2：フェムトセルのTx/Rx テスト・セットアップ
高速なフェムトセル測定

Agilent MXGおよび EXAによるフェムト
セルTx/Rx テストの代表的なセットアッ
プを図 2に示します。このセットアップで
は、3GPP 25.104 バージョン 8.5.0 2008-12
規格への適合を検証するための厳密なフェ
ムトセル測定を実行できます。サンプル測
定として、最大出力パワー、パワー・ダイ
ナミック・レンジ、コード・ドメイン・パ
ワー、EVM、ピーク・コード・ドメイン・
パワー、周波数誤差、スペクトラム・エミッ
ション・マスク、レシーバ感度などがあり
ます。GPS レシーバを内蔵したフェムトセ
ルでは、GPS レシーバがフェムトセルに適
切に統合されているかどうかを確認するた
めに、製造時に追加の合否テストが必要な
場合があります。Agilent MXG信号発生器
による GPS テストの詳細については、計
測お客様窓口までお問い合わせください。

図 3は、図 2のセットアップを使って実行
される主要測定の例です。これと同じセッ
トアップを使って、3GPP 25.104 バージョ
ン 8.5.0 2008-12 で規定されたレシーバ感度
レベル（－ 107 dBm）およびBER（0.001 を
超えないこと）を検証するための静的基準
感度テストも実行できます。ここでは、フェ
ムトセルがMXGまたは EXAへの外部基
準入力を直接供給します。測定前に、フェ
ムトセルとの同期を確立する必要がありま
す。この手順の詳細については、Agilent 
N7600B のオンライン・ドキュメントを参
照してください。

結果のまとめ

フェムトセルの製造テストは困難ですが、
MXG 信号発生器と EXAシグナル・アナ
ライザを使用することで大幅に簡素化でき
ます。高速測定、必要十分な性能、スケー
ラビリティにより、コストと時間の節約と
品質の両方を実現できます。これらのツー
ルを使用することで、高品質で低コストの
フェムトセルを迅速に市場に投入し、ブ
ロードバンド CPE 市場での競争を有利に
進めることができます。 

Xシリーズのパワー

Agilent MXG 信号発生器およびMXAシ
グナル・アナライザは、Agilent のテスト
製品のXシリーズのコアとなる製品です。
これらの製品は、その強力なパワーにより、
デザインのより詳細な解析、製造プロセス
の高速化、測定上の問題解決、競争上の優
位を実現します。

速度とスケーラビリティの最適な組み合わ
せと、ワールドワイドの測定エキスパート
による開発とサポートにより、Agilent の
Xシリーズは、革新的で高性能の製品の開
発を支援します。

Agilent の X シリーズの詳細については、
www.agilent.co.jp/find/powerofxをご覧くだ
さい。



電子計測UPDATE

Remove all doubt
アジレント・テクノロジーでは、柔軟性の
高い高品質な校正サービスと、お客様のニ
ーズに応じた修理サービスを提供すること
で、お使いの測定機器を最高標準に保つお
手伝いをしています。お預かりした機器を
お約束どおりのパフォーマンスにすること
はもちろん、そのサービスをお約束した期
日までに確実にお届けします。熟練した技
術者、最新の校正試験プログラム、自動化
された故障診断、純正部品によるサポート
など、アジレント・テクノロジーの校正・
修理サービスは、いつも安心で信頼できる
測定結果をお客様に提供します。

また、お客様それぞれの技術的なご要望や
ビジネスのご要望に応じて、
● アプリケーション・サポート
● システム・インテグレーション
● 導入時のスタート・アップ・サービス
● 教育サービス
など、専門的なテストおよび測定サービス
も提供しております。

世界各地の経験豊富なアジレント・テクノ
ロジーのエンジニアが、お客様の生産性の
向上、設備投資の回収率の最大化、測定器
のメインテナンスをサポートいたします。
詳しくは：

www.agilent.co.jp/find/removealldoubt

関連アプリケーション

• 3GPP W-CDMA基地局トランシーバ・
ステーションのデザイン／テスト 

関連製品

• MXG N5182A ベクトル信号発生器

• ESG E4438C ベクトル信号発生器

• PXB MIMOレシーバ・テスタ

• Signal Studio 信号作成ソフトウェア
（W-CDMA/HSPA、LTE、WiMAX、
GSM/EDGE、cdma2000、1xEV-DO、
TD-SCDMA、無線 LANなど）

• EXAシグナル・アナライザ

• MXAシグナル・アナライザ

• X シリーズ用アドバンスド測定アプ
リ ケ ー シ ョ ン（W-CDMA/HSPA、
LTE、WiMAX、GSM/EDGE、
cdma2000、1xEV-DO、TD-SCDMA、
無線 LANなど）

WiMAXはWiMAX Forumの登録商標です。

www.agilent.co.jp/find/agilentdirect

測定器ソリューションを迅速に選択して、使用
できます。

www.agilent.co.jp/find/emailupdates-Japan

Agilent からの最新情報を記載した電子メー
ルを無料でお送りします。

MXG N5182A 
ベクトル信号発生器

Signal 
Studio 
ソフトウェア

アジレント・テクノロジー株式会社
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